










【コ メ ン ト】




1.コ メ ン トの ね らい
井上報告では、ビザンツの皇帝体制を、専制君主制 とみる考え方 と立憲君主制 とみる考え方
があることを紹介する。
前説が着 目するのは、ビザンツ皇帝が教会の制約をあま り受けなかったことである。また皇
帝は、autocrator、despotesと いった称号をもってお り、即位においても、共同皇帝戴冠 とい
う形で後継者を指名 した。されば皇帝は、神に由来する絶対権力者だったとする。
後説は、ビザンツ皇帝はローマ皇帝を継承すると考える。皇帝は無制限の権力をもつのでは








たとえば、 日本の学界では、10世 紀の宋代以降を君主独裁制の時代 とし、皇帝権力の絶対
性が極まったかのような言い方をする。このような主張は、内藤湖南が唐 と宋を比較するなか
で唱えはじめたものである1。内藤の主張は、当時、唐 と宋が一貫した時代のよ うに考えられ

























2.明 朝 皇 帝 の 即 位 儀 礼
万暦 『大明会典』巻45、 登極儀で取 り上げられているのは、初代洪武帝、第4代 洪煕帝、
第12代 嘉靖帝の即位儀礼である。 この うち嘉靖帝は、傍系から継承した とい う点で、変則的
なものがあるので、前二者の即位儀礼を検討する。
洪武帝の場合は開国の皇帝の即位儀礼であり、自らが自らを権威づけなくてはならなかった。







即位の次第を伝える史料には、『太祖実録』 と正徳 『大明会典』巻45、登極儀(お よび万暦
『大明会典』巻45、 登極儀i)が あ り、内容面でそれぞれ粗密がある。ただ し儀式の次第につい
ては、『会典』の方が詳 しいので、以下これによって記す3。
まず宮城から鍾山の南(南 郊)に ある圜丘4におもむき、天の祀 りを行な う。そこには、金
の椅子と皇帝の礼服(厂 袞冕」)が備えられている。牲帛を焼いて神へ捧げると(「望蜜 」)、丞
相、諸大臣が群臣をひきいて、即位を要請する6。彼 らは朱元璋を担いで椅子に座 らせ、その














丞相以下の文武官が入場 して整列すると、礼服を着用した皇帝が玉座に着 く。 しか し、玉座
の前には御簾がかけられており、その姿はまだあらわにされない。楽奏があると、武官が御簾










彼 らが朱元璋を担いで玉座に座 らせてしまうとい うのは、即位が擁立であることの明快な表現
である。
なお 『実録』によれば、勧進は呉元年12月 癸丑(11日)と その翌 日にも行われているが、
会典はこれ らを即位儀礼の一環 とはみなさない。なぜなら朱元璋は、12日 の段階で即位の決




























ある。『実録』によれば、それは、同年8月11日 か ら14日 まで四回行われ、翌15日 が即位式で
あった9。その次第を、会典にもとついて記す10。
早朝、官僚が天地、宗廟、社稷に即位 の報告 をす る。皇太子は、喪服 を着用 し、先皇帝















意味 しかもたず、形骸化 しているとい うべきである。洪武帝の場合は、即位 の場でも群臣によ
る勧進が行われてお り、両者の問に密接な関係が設定 されている。 しかし洪煕帝の場合は、時
間的なひ らきがあり、そのような関係性は弱いものと認められるからである。
そ うとすれば、第二のポイン ト、即位 当日の皇太子の行動が重要となる。特に皇太子が喪服


















3.清 朝 皇 帝 の即 位 儀 礼
(1)初 代皇帝太祖の即位 天命元(1616)年
光緒 『大清会典事例』巻292、 登極にも記載があるが、『清太祖武皇帝実録』『満文老档』の
方が詳 しい。『満文老档』によると、丙辰の年(万 暦44、1616)の 元旦に諸王、大臣、衆人が









順治18年 正,月7日 、順治帝が崩 じ、8日 に遺詔が頒布 され る。この中で玄樺を皇太子 とす
ることが言われていた。即位式は翌9日 である。
早朝に、満洲人有力者が派遣 され、即位する旨の祝文が、天(「 昊天上帝」)、地祇、太廟、

















天地、祖宗については、即位詔に 「天地、宗廟、社稷に祗 しんで告げて皇帝位にっく」 とあ
る。すなわち有力者による代参で承認は得ており、再度皇帝が行 う必要はない と考えられたの
であろう。同様に先皇帝 も喪服で拝礼 し、この段階で皇帝 となるのであるから、不要と考えら
れたものとみ られる。 これ らは漢人的な繁文縟礼を嫌ったのであろう19。
勧進の欠如も同様である。天地、太廟、社稷で告げられた祝文には、「臣は遺詔、輿論に従っ
て正月九 日に皇帝位につ く」 とある。この場合の輿論 とは、順治帝が崩御 したときに満洲人有










に、そのような手続きは形骸化 されるか(明 朝)、無用 とされる(清 朝)。 以下ビザンツにおけ
る皇帝歓呼を、このような観点から分析 してみたい。
第一に、ビザンツにおいては、なぜ初代皇帝的な即位儀礼が何代にもわたり続 くのかが問題











り多くの稔 りを期待できないのではないか。む しろ当時の国家構想の中で、市民とい うものが
どのよ うに位置づけられていたか、 とい う問題からアプローチすべきである。
そもそも一体誰が国家の構成員であるかという問題 は、必ず しも自明ではない。近代国家以
























立型の即位 というべきである。皇帝権の不安定 さが看取 される。
その後 ミカエル6世 は、元老院、市民に贈 り物をして支持をとりつける。彼 らも擁立集団の
一員に組み込まれたのである。当時は、コムネ ノスの侵攻を目前にして、政治勢力の結集が喫
緊の問題 となっており、ミカエルのこのような行動は理解できるものである。
また、ミカエル6世 が、コムネノスに敗北した後、共同皇帝を提案 して元老院 ・市民に反対















1『 支那近世史』第一章 近世史の意義(『 内藤湖南全集』第10巻 、筑摩書房、1969年 所収)
2宮 崎の最もまとまった独裁君主制論は、厂雍正殊批諭旨解題一 その史料的価値一 」であろう。以







あるべくして、自らが発電 したり電力を消費 した りしてはならぬものなのである。」宮崎一流の明快な
文章ではあるが、比喩が連発されているように、君主独裁を記述するものであって、その論理を解析す
るものではない。




4圜 丘については、正徳 『大明会典』巻80、 郊祀にみえる。圜丘図は、万暦…『大明会典』巻82、 郊祀二
にみえる。『太祖実録』では、洪武元年正.月乙亥(4日)の 条に 「是用以今年正月四日於鍾山之陽、設壇
備儀、昭告上帝皇祇、定有天下之号、日大明、建元洪武」という。







8『 太祖実録』によれば、勧進は呉元年12,月癸丑(11日)と その翌 日にも行われている。朱元璋は、こ
の時に即位の決心をし、即位の儀注の作成を命 じている。
9『 仁宗実録』







12『 実録』呉元年12月 癸丑に 「中書省左相国宣国公李善長率文武百官、奉表勧進日……」とあり、耆老
の姿はみえない。
13談 遷 『国?』永楽22年8月 按語。『仁宗実録』永楽22年7月 辛卯。





勝守 「清朝皇帝の儀i礼と支配の構図一即位 と崩御 を中心として一」(『和田博徳教授古稀記念明清時代の
法と社会』汲古書院、1993年)が ある。
17光 緒 『大清会典事例』巻292、 登極礼節によれば、紫禁城の入 り口である午門で鳴るのである。
18こ れは、清初、制度に関してしばしば 『大明会典』が参照されたことによる。
19満 洲人は、漢人が虚名を尊ぶということをしばしば批判する。
20『 聖祖実録』順治元年正月丁巳に、諸王 ・貝勒 らが 「詔旨甚だ明かなり、誰か敢えて干預せんや」と
いったとある。
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